
        

ふりがな  かごしましけんせつきょくとしけいかくぶたにやまとしせいびか 
応募者名  鹿児島市建設局都市計画部谷山都市整備課 
ふりがな  たにやまちくれんぞくりったいこうさじぎょう 

事業の名称  谷山地区連続立体交差事業 
ふりがな  かごしまし 
事業主体  鹿児島市 
ふりがな  かごしまし 

実施都市名  鹿児島市 

事業概要 
（400字以内） 

 ・事業名称：谷山地区連続立体交差事業.              ・事業箇所：中塩屋踏切付近～和田川橋梁付近 
 ・事業延長：工事延長 約３．１km  高架化延長 約２．７km  ・構造形式：高架方式 
 ・駅 施 設 ：谷山駅、慈眼寺駅                                              ・除却踏切：１５箇所 
 ・交差道路：都市計画道路 ５路線  市道 １７路線 
 ・施工方式：仮線方式（一部別線方式） 
 
 本市の連続立体交差事業は、平成５年度より鉄道高架化の検討をスタートさせ、１５年度の施行者拡大を受けて、
１７年度に中核市としては全国初となる補助採択を受けて事業を実施した。 

事業規模 ○事業費：約１８４億円 ○事業期間：平成１９年度～平成２９年度 

事業の目的 

 鹿児島市の副都心として位置づけられている谷山地区では、地区内を南北に走るJR指宿枕崎線により市街地が
分断されており、地域の一体的なまちづくりが困難な状況にあった。特に、東西を結ぶ幹線道路などの交通ネット
ワーク網を形成するうえで鉄道との平面交差が大きな障害となっており、都市活動やバランスのとれた都市の発展
が阻害されていた。そこで、谷山地区のまちづくりと一体となった「JR指宿枕崎線の高架化」を進めることにより、東
西の地域分断の解消と谷山駅周辺地区における効果的なまちづくりを図り、谷山地区における都市生活の安全性、
快適性の向上を図るなど、都市環境の改善に資するものである。 

事業効果 
（効果一覧を参考に 
具体的な効果を記入） 

・事業後は交通量（自動車、歩行者）が増加しており、鉄道による市街地分断が解消された。 
・高架化により、踏切による交通遮断が解消され、交通の円滑化が図られた。 
・踏切が除却されたことで、踏切事故が解消され、安全性が向上した。 
・踏切が除却されたことで、事業後は走行速度が向上した。 

地元対応等 
 ・地域住民との協働等 
 ・合意形成等を図ったか 
 ・地域に配慮した点 

・本事業の仮線用地の大半は、本市施行中の土地区画整理事業区域であったため、説明会等を実施し、地権者 
の同意を得て、計画的に移転していただくことで、順調に仮線切替を行うことができた。 
・新たに生まれた高架下空間の活用について、住民アンケートを実施し、地域特性を踏まえた高架下利用とした。 
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工事延長：L=約3.1km 高架化延長：L=約2.7km 
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都市計画図(用途地域図) 
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高架橋本体部断面図 

5900 5900

鋼管ソイルセメント杭

φ＝1200

Ｌ＝18.0m ～ 20.5m
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縦断面図 

事業前 事業後 
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今回応募区間 Ｌ=約3.1km 平成29年度完成 （平成28年3月26日高架開業）  

谷山電停 

終点 起点 

谷山駅周辺地区     
土地区画整理事業施行区域 

谷山第三地区       
土地区画整理事業施行区域 

谷山第二地区       
土地区画整理事業施行区域 

谷山中学校 

ＪＲ指宿枕崎線 高架化区間 L=約2.7km 

南
清
見
諏
訪
線 

鹿児島南高校 

開陽高校 

谷山第二 

中央公園 

鹿児島盲学校 

N

路線全体の進捗状況 

凡   例 
 

   踏 切 
 
    今回応募区間 
 

谷山第一地区       
土地区画整理事業施行区域 

谷山支所 
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平成15年6月撮影 

平成15年6月撮影 

平成24年9月撮影 

平成30年10月撮影 

平成30年10月撮影 

平成29年3月撮影 

事 業 前 写 真 事 業 後 写 真 
惣福森山線 

御所下和田名線 

谷山駅 

惣福森山線 

御所下和田名線 

谷山駅 



谷山地区連続立体交差事業の事業効果アピール資料 
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旧踏切箇所交通量 

自動車交通量 
約２３％増加 

 

歩行者交通量 
約３４％増加 

旧踏切箇所渋滞長 

最大240ｍあった渋滞がゼロに 

踏切事故件数 

事故件数 
０件 

鉄道高架により
地域分断を解消 

走行速度 

交通の円滑化 

安全性の向上 

走行速度の増加 

 17.2km/h ⇒ 32.9km/h  約９１％増加 

走行速度増加に伴いCO2の排出量も削減 

 2.53t-c   ⇒  2.07t-c     約１８％削減 



高架橋 
 高架下空間の利用を見据え、柱
の一部を凹ませ、内側に高架から
の排水管を設置することで、高架
下利用者の視点に配慮した構造と
している。 

景観性 

駅舎  
 谷山駅は、副都心の核にふさわし
いボリューム感のある駅舎とするた
め、天井を高くしプラットホームだけで
なく線路も含め全体をフラットな屋根
で覆っている。また、鹿児島のシンボ
ルである「桜島」の眺望に配慮した構
造としている。 
 慈眼寺駅は、周辺の住宅街に配慮
し、天井高を低く抑えコンパクト化を
図り、プラットホームのみがフラットな
屋根で覆われている。 
 両駅ともにガラス張の防風スクリー
ンを設置し、ホームが明るい空間とな
るようデザインするとともに、鹿児島
特有の火山灰の影響も軽減できる。 
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谷山地区連続立体交差事業の事業効果アピール資料 

アクセスの向上 

事業前 事業後 

 鉄道高架化に伴い、これまで駅舎へのアクセスが一方向のみで
あったが、多方向から出入りが可能となり、利用者の移動距離や
移動時間の短縮が図られ、利便性が向上した。 

環境対策 

 事業前の軌道は定尺レールを使用
しており、２５ｍ毎に継ぎ目が生じて
いたが、高架化に併せてロングレー
ルを使用したことで、レールの継ぎ目
部における衝撃が大幅に緩和され、
騒音振動が低減されるとともに、列
車の乗り心地も改善された。 



受賞歴・報道資料 
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